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令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
概
要

　
６
月
４
日
の
開
会
日
に
は
、

議
案
13
件
の
提
案
理
由
説
明

と
報
告
８
件
の
ほ
か
、「
流
山

市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
の
提
案
理
由
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

（
要
旨
８
面
）

　
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
６
月
９
日
か
ら
12
日
ま

で
の
４
日
間
に
わ
た
り
21
人

の
議
員
が
登
壇
し
行
わ
れ
ま

し
た
。�

（
要
旨
２
～
５
面
）

　
６
月
12
日
の
一
般
質
問
終

了
後
、
市
長
に
よ
る
追
加
提

出
議
案
１
件
の
提
案
理
由
説

明
の
後
、
各
常
任
委
員
会
に

議
案
・
請
願
・
陳
情
を
付
託

し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会

は
６
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

（
要
旨
７
面
）

　
６
月
24
日
の
最
終
日
に
は
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報

告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
流
山
市
幼
児
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
附
属

幼
稚
園
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関

し
、
市
長
へ
議
案
撤
回
を
要

望
す
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、

15
対
12
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
長
か
ら
は
撤
回
し
な

い
旨
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
同
議
案
の
継
続

審
査
と
委
員
会
へ
の
再
付
託

を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、

16
対
11
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
か
ら
追
加
提

出
さ
れ
た
議
案
15
件
の
提
案

理
由
説
明
、
採
決
と
議
員
提

出
の
発
議
３
件
の
質
疑
、
討

論
、採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。     

�

（
要
旨
８
面
）

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

山
本
　
啓
子
さ
ん
撮
影
の「
光
射さ

す
」（
撮
影
場
所
：
中
野
久
木
）

早
朝
散
歩
に
出
る
と
、
こ
れ
も
流
山
？
と
思
う
よ
う
な
風
景
と
出で

逢あ

う
こ
と
が 

あ
り
ま
す
。
こ
の
光
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
起
き
し
た
ご
褒
美
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

撮
影
の
背
景

総
務
委
員
会
の
役
割
と
近
年
の
取
り
組
み

　
総
務
委
員
会
は
、
総
合
政

策
部
、
総
務
部
、
財
政
部
、

選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
ほ

か
、
い
ず
れ
の
常
任
委
員
会

に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
事
項

を
所
管
し
て
い
ま
す
。
一
般

会
計
補
正
予
算
の
審
査
や
、

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
で

取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
例
と
言
え
ま
す
。

　
以
前
は
、
四
つ
の
常
任
委

員
会
の
審
査
順
序
は
総
務
委

員
会
が
最
初
で
し
た
が
、
こ

の
順
序
に
は
大
き
く
二
つ
の

問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
議
会
承
認
案

件
で
あ
る
工
事
の
発
注
や
土

地
・
物
品
の
購
入
に
関
わ
る

契
約
の
審
査
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
総
務
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容
で
あ
る
契
約
手
続

き
に
つ
い
て
の
み
で
な
く
、

個
別
案
件
の
詳
細
な
事
業
内

容
に
つ
い
て
も
多
く
の
質
疑

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
本
市
議
会
で

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の

審
査
を
総
務
委
員
会
で
行
う

た
め
、
予
算
額
だ
け
で
な
く
、

所
管
外
と
な
る
事
業
内
容
そ

の
も
の
に
関
す
る
質
疑
も
た

び
た
び
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
総
務
委

員
会
に
お
け
る
審
査
時
間
が

長
く
な
る
ほ
か
、
事
業
を
所

管
し
て
い
る
各
委
員
会
の
開

催
時
に
は
、
総
務
委
員
会
で

の
採
決
が
終
了
し
て
い
る
と

い
う
順
序
の
逆
転
が
生
じ
る

だ
け
で
な
く
、
同
じ
議
論
が

繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
の
問
題

も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、令
和
６
年
第
２

回
定
例
会
か
ら
は
総
務
委
員

会
の
開
催
順
序
が
最
後
と
な

る
よ
う
、市
議
会
と
し
て
運

用
を
変
更
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、各
常
任
委
員
会
で

事
業
内
容
に
関
す
る
議
論
を

行
っ
た
後
に
総
務
委
員
会
で

契
約
手
続
き
や
補
正
予
算
の

審
査
が
で
き
る
よ
う
改
善
で

き
た
と
と
も
に
、四
つ
の
常

任
委
員
会
で
よ
り
有
機
的
な

審
査
が
行
え
る
体
制
へ
改
善

で
き
ま
し
た
。今
後
も
、議
会

全
体
で
の
工
夫
を
図
り
ま
す
。

第
26
回
議
会
報
告
会 

開
催
決
定

「
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
附
属
幼
稚
園
」

改
正
条
例
の
議
案 

継
続
審
査
に（
８
面
参
照
）

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
概
要

　
今
年
の
市
議
会
だ
よ
り
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
47
人

の
方
か
ら
合
計
１
０
８
点
の

作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
４
点
が
入
賞
作
品
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、

今
号
か
ら
来
年
５
月
15
日
号

ま
で
順
次
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

入
賞
者
氏
名(

敬
称
略)「
題
名
」

�

［
写
真
前
列
右
か
ら
］

山
本　
啓
子

「
光
射
す
」

原
口　
孝
和

「
コ
ス
モ
ス
と「
な
の
花
号
」」

星
野　
洋

「
雪
の
日
」

関
根　
綾
子

「
は
じ
め
て
の
こ
い
の
ぼ
り
」

　
今
回
ご
応
募
い
た
だ
い
た

作
品
を
、
市
役
所
第
１
庁
舎

１
階
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

写
真
展
を
、
来
年
1
月
に
開

催
予
定
で
す
。
応
募
者
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か

ら
捉
え
た
流
山
で
の
「
一

瞬
」
を
、
ぜ
ひ
写
真
展
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
な
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
市
議
会
の
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
定
！



流山市議会だより流山市議会
第196号 令和８年８月15日（土曜日） 《2》

　
①
都
市
計
画
道
路
整
備

を
行
う
区
間
と
都
市
計
画
道

路
に
限
ら
な
い
整
備
区
間
に

分
け
た
理
由
は
何
か
。
②
整

備
に
よ
る
交
通
量
の
変
化
を

ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る

か
。
③
通
学
児
童
・
生
徒
や

高
齢
者
の
安
全
確
保
の
考
え

は
ど
う
か
。
④
自
転
車
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
は
整
備
予
定
か
。

　
土
木
部
長　
①
都
市
計

画
道
路
を
基
本
と
す
る
も
の

の
、
千
葉
県
が
施
行
す
る
土

地
区
画
整
理
事
業
の
区
域
外

か
ら
八
木
川
ま
で
の
区
間
は

非
常
に
起
伏
が
大
き
い
た
め
、

事
業
費
を
考
慮
し
、
さ
ら
に

環
境
に
も
配
慮
し
て
合
理
的

 

問 　
  

答  　

な
道
路
線
形
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
②
都
市
の
骨
格

と
な
る
道
路
を
整
備
す
る
こ

と
で
周
辺
道
路
の
通
過
交
通

が
新
た
な
道
路
へ
移
る
こ
と

と
な
り
、
周
辺
道
路
に
お
け

る
交
通
量
は
減
少
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
③
歩
行
者
の

交
通
量
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

考
慮
し
、
歩
道
を
車
道
の
両

側
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

か
ね
て
か
ら
の
課
題
で
あ
っ

た
道
路
交
通
網
の
充
実
が
図

ら
れ
、
歩
行
者
の
安
全
性
向

上
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
④
自
転
車
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
所
管
部

署
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

流
政
会
　
　
笠
原
　
久
恵

都
市
計
画
道
路

�

野
々
下
思
井
線
に
つ
い
て

　
観
光
客
誘
致
に
は
、
そ

こ
に
し
か
な
い
も
の
が
見
ら

れ
た
り
、
雰
囲
気
を
感
じ
ら

れ
た
り
す
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ

ン
ツ
が
重
要
で
あ
る
。
み
り

ん
、
神
社
仏
閣
、
有
形
文
化

財
な
ど
、
観
光
資
源
を
組
み

合
わ
せ
て
、
流
山
市
に
は
こ

れ
が
あ
る
と
い
っ
た
売
り
方

を
模
索
し
て
い
く
段
階
で
は
。

　
経
済
振
興
部
長　
本
市

は
白
み
り
ん
発
祥
の
地
で
あ

り
、
地
域
資
源
で
あ
る
白
み

り
ん
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

軸
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
台
湾
の
旅
行

会
社
を
訪
問
し
た
際
に
は
、

 

問 　

  

答  　

森
田
　
洋
一

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
で

�

外
国
人
観
光
客
誘
致
強
化
を

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
流
鉄
と
白

み
り
ん
の
２
点
を
軸
に
Ｐ
Ｒ

し
た
と
こ
ろ
、
流
山
本
町
地

域
を
組
み
込
ん
だ
旅
行
商
品

に
つ
な
が
り
、
令
和
８
年
度

に
入
っ
て
３
回
に
わ
た
り
台

湾
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
合
計

で
67
名
訪
れ
、
流
鉄
乗
車
後

に
白
み
り
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
れ
る
と
い
う
コ
ー
ス
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
績
を
一
つ
ず

つ
重
ね
な
が
ら
、
引
き
続
き

各
国
各
地
域
の
方
々
の
趣
向

な
ど
の
ト
レ
ン
ド
を
研
究
し
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
①
熱
中
症
を
災
害
級
リ

ス
ク
と
捉
え
、保
健
・
教
育
・

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
部
門
な

ど
、
全
庁
横
断
の
推
進
体
制

を
構
築
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
地
域
行
事
や
屋
外
イ
ベ
ン

ト
の
熱
中
症
対
策
に
、
ミ
ス

ト
装
置
や
大
型
送
風
機
な
ど

を
市
が
整
備
し
、
自
治
会
な

ど
へ
貸
与
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
部
長　
①
熱
中
症

対
策
は
年
々
そ
の
重
要
度
を

増
し
、
行
政
と
し
て
も
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
部

署
に
よ
り
必
要
な
対
策
な
ど

は
異
な
る
も
の
の
、
全
庁
が

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み

 

問 　

  

答  　

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
熱
中
症
対
策
は

一
つ
の
部
署
だ
け
で
対
応
で

き
る
課
題
で
は
な
い
た
め
、

引
き
続
き
全
庁
で
協
力
・
連

携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
②
熱
中
症

対
策
の
必
要
性
は
十
分
に
認

識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

熱
中
症
対
策
機
材
の
貸
し
出

し
は
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高

い
時
期
の
開
催
を
後
押
し
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
機

材
の
安
全
管
理
や
来
場
者
の

安
全
確
保
な
ど
、
運
営
を
担

う
自
治
会
の
負
担
が
増
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

流
政
会
　
　
渡
辺
　
仁
二

夏
の
暑
さ
か
ら

�

命
を
守
る
ま
ち
へ

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
21
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
１
問
に
つ
い
て
の

質
問
・
答
弁
を
通
告
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
「 

問 

」
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
草

稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
政
に
関
す
る

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問

一
般
質
問

議員が草稿を作成した記事において、特定の名詞の表記（「障害者」を「障がい者」と表記するなど）については、議員本人の意向を尊重して掲載しています。
そのため、異なる表記が混在する場合があることを予めご了承ください。

　
市
人
口
は
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
20
万
５
４
３
９

人
で
、
令
和
２
年
国
勢
調
査

確
定
値
に
よ
る
と
、
人
口
増

加
率
は
全
市
区
町
村
の
中
で

１
位
と
な
っ
た
。
特
に
合
計

特
殊
出
生
率
の
１
・
56
は
全

国
値
の
１
・
30
と
比
較
し
高

い
水
準
に
あ
る
が
、
令
和
10

年
度
の
市
人
口
の
見
通
し
は
。

　
総
合
政
策
部
長　
本
市

の
人
口
推
計
は
、
総
合
計
画

策
定
時
の
基
礎
資
料
の
一
つ

と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
に

次
期
総
合
計
画
に
お
け
る
将

来
人
口
推
計
調
査
報
告
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

同
報
告
書
で
は
、
本
市
の
人

 

問 　

  

答  　

口
は
令
和
９
年
ま
で
増
加
を

続
け
た
後
、
緩
や
か
に
減
少

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
令
和
９
年
の
高
位
推
計

21
万
３
１
７
９
人
お
よ
び
令

和
10
年
の
高
位
推
計
で
あ
る

21
万
１
８
６
３
人
に
対
し
、

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
は
21
万

６
０
３
０
人
と
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
直
近
の
人
口
動
向

も
踏
ま
え
て
令
和
８
年
度
版

総
合
計
画
実
施
計
画
を
策
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
た
新
た
な
人
口
推
計
を
、

令
和
９
年
度
中
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

流
政
会
　
　
青
野
　
直

流
山
市
総
人
口
の

�

見
通
し
に
つ
い
て

　
災
害
時
に
お
け
る
地
域

生
活
継
続
の
た
め
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
①
在
宅
避
難

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

②
個
別
避
難
計
画
作
成
の
現

状
と
課
題
認
識
は
ど
う
か
。

③
自
治
会
・
福
祉
関
係
者
・

当
事
者
団
体
な
ど
と
連
携
し

た
、
共
助
・
協
働
体
制
の
構

築
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
市
民
生
活
部
長　
①
自

宅
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
在
宅
避
難
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

備
蓄
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

啓
発
や
自
主
防
災
組
織
補
助

金
の
交
付
、
福
祉
部
局
と
連

携
し
た
個
別
避
難
計
画
の
作

 

問 　

  

答  　

成
、
耐
震
診
断
や
改
修
工
事

へ
の
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　
②
優
先
作

成
対
象
者
を
約
１
０
０
０
人

と
推
計
し
、
令
和
８
年
５
月

時
点
で
２
１
８
件
が
作
成
済

み
で
す
。
今
後
、
訓
練
や
研

修
を
通
じ
実
効
性
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
③
多
様

な
主
体
が
深
く
連
携
し
た
共

助
・
協
働
体
制
の
構
築
に
よ

る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
極

め
て
重
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
平
時
の
地
域
福
祉
施
策

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

今
後
も
地
域
と
の
連
携
を
大

切
に
各
種
施
策
を
進
め
ま
す
。

矢
口
　
輝
美

災
害
時
に
お
け
る

�

支
援
体
制
に
つ
い
て

　
算
数
セ
ッ
ト
や
彫
刻
刀

セ
ッ
ト
な
ど
を
学
校
備
品
化

す
る
自
治
体
が
あ
る
。
①
市

教
育
委
員
会
と
し
て
共
有
可

能
な
教
材
の
整
理
や
、
学
校

備
品
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。
②
使
用

を
終
え
た
段
階
で
寄
付
を
お

願
い
し
、
再
活
用
す
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
現

在
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て

一
律
に
品
目
を
指
定
し
備
品

化
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
児
童
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
教
材
を
精
査
す

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
は
重
要
で

 

問 　

  

答  　

流
政
会
　
　
小
沢
　
え
み
り

学
校
教
材
の
備
品
化
に
よ
る

�

保
護
者
負
担
軽
減
を

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
算

数
セ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
市
教
育
委

員
会
と
し
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
②
途
中
学
年
で
の

寄
付
の
呼
び
か
け
や
、
寄
付

を
募
る
教
材
の
種
類
な
ど
を

各
学
校
で
判
断
し
工
夫
で
き

る
よ
う
、
市
教
育
委
員
会
か

ら
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例

会
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
、
井
崎
市
長
か
ら
「
民
間

事
業
者
よ
り
喫
煙
所
設
置
に

関
す
る
提
案
が
あ
り
、
協
議

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
実
際

に
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

と
結
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
環
境
部
長　
令
和
８
年

３
月
と
５
月
に
た
ば
こ
の
製

造
業
者
と
協
議
を
し
、
事
業

者
か
ら
、
設
置
で
き
る
喫
煙

所
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
で

あ
る
こ
と
や
、
設
置
場
所
・

設
置
費
用
の
負
担
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
当
該

 

問 　

  

答  　

事
業
者
と
は
別
の
民
間
事
業

者
に
よ
る
屋
内
喫
煙
所
の
事

例
や
、
自
治
体
負
担
の
紹
介

が
あ
っ
た
ほ
か
、
千
葉
県
内

で
行
わ
れ
た
意
識
調
査
で
約

７
割
の
非
喫
煙
者
が
路
上
喫

煙
や
受
動
喫
煙
の
防
止
の
た

め
に
喫
煙
所
が
必
要
と
回
答

し
て
い
る
調
査
結
果
の
共
有

が
あ
り
ま
し
た
。一
方
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
型
の
場
合
、
煙

や
臭
い
が
周
囲
に
拡
散
す
る

こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
他
自

治
体
で
も
受
動
喫
煙
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
煙
の
漏
れ
な

い
喫
煙
所
の
設
置
を
民
間
事�

業
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

流
政
会
　
　
川
本
　
大
岳

路
上
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
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中
東
情
勢
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
的
緊
張
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
価
格
高
騰
に
つ
い

て
①
食
材
費
高
騰
に
よ
る
給

食
へ
の
影
響
を
把
握
し
て
い

る
か
。
②
給
食
の
量
な
ど
に

は
変
化
な
い
か
。
③
今
後
物

価
高
騰
が
進
行
し
て
も
給
食

の
質
・
量
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
確
実
に
維
持
す
る
考
え
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
現

時
点
で
、
学
校
給
食
の
質
・

量
・
提
供
回
数
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
校
給
食
で

使
用
す
る
食
材
価
格
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
毎
月
公
表
さ

れ
る
消
費
者
物
価
指
数
に
よ

り
、
そ
の
動
向
の
把
握
に
努

 

問 　

め
て
い
ま
す
。
②
本
市
の
学

校
給
食
は
、
学
校
給
食
実
施

基
準
内
の
摂
取
基
準
に
従
い
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
を

摂
取
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
国
の
抜
本
的
な
負
担

軽
減
策
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
量
を
減
ら
し
た
と
い
う

事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
物

価
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
物
価
指
数
の
把
握
に
努

め
て
お
り
、
学
校
給
食
の
質
・

量
・
提
供
回
数
の
維
持
が
困

難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合
に
は
、
適
宜
必
要
な

対
応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

流
政
会
　
　
坂
巻
　
儀
一

中
東
情
勢
に
伴
う
価
格
高
騰
と

�

学
校
給
食
へ
の
影
響

  

答  　

　
平
成
23
年
度
か
ら
長
年

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
本

市
の
生
物
多
様
性
戦
略
の
根

拠
を
成
す
貴
重
な
資
産
で
あ

る
。
①
専
門
家
に
よ
る
分
析

や
助
言
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。
②
生
物
多
様
性
の
意

義
を
普
及
し
、
市
民
が
楽
し

み
な
が
ら
参
加
で
き
る
事
業

の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
環
境
部
長　
①
令
和
８

年
３
月
改
定
の
生
物
多
様
性

な
が
れ
や
ま
戦
略
第
３
期
に

お
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
結
果
の
活
用
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
分
析
に
当

た
っ
て
は
、
専
門
家
の
活
用

 

問 　

  

答  　

も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
②
現
在
も
、
例
年
５
月

に
市
野
谷
の
森
で
お
お
た
か

の
森
探
検
ツ
ア
ー
を
、
秋
に

は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
に

委
託
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
講
演
な
ど
を
行
う
生
物

多
様
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
ど
も
た
ち

を
含
め
た
幅
広
い
層
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。
直
接

自
然
に
触
れ
る
取
り
組
み
は
、

自
然
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

生
物
多
様
性
と
ほ
か
の
内
容

を
関
連
付
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。

流
政
会
　
　
近
藤
　
み
ほ

生
物
多
様
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

�

調
査
の
活
用
に
向
け
て

　
①
「
暑
い
と
感
じ
れ
ば

指
導
者
が
す
ぐ
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
る
べ
き
」
と
の
市
教

育
委
員
会
の
考
え
は
各
学
校

に
浸
透
し
て
い
る
か
。
②
指

導
や
審
判
が
メ
イ
ン
の
顧
問

の
体
感
で
は
な
く
、
激
し
く

動
い
て
い
る
こ
ど
も
の
体
感

を
最
優
先
に
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
暑

い
と
感
じ
た
ら
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
事
故
防
止
や
熱
中
症

予
防
に
関
し
て
空
調
設
備
を

適
切
に
活
用
す
る
こ
と
や
、

状
況
に
応
じ
て
風
通
し
を
よ

く
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る

 

問 　

  

答  　

日
本
共
産
党
　
　
植
田
　
和
子

部
活
動
で
も
冷
房
つ
け
て
！

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
文
書

で
全
校
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
長
会
議
に
お
い
て

も
、
教
職
員
が
暑
い
と
感
じ

れ
ば
適
時
エ
ア
コ
ン
を
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
し

て
お
り
、
全
て
の
学
校
に
浸

透
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
②
再
度
、
校
長
会
議
な

ど
で
周
知
徹
底
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
小

学
校
の
給
食
費
無
償
化
が
始

ま
っ
た
。
し
か
し
、
千
葉
県

内
の
54
市
町
村
の
中
で
、
流

山
市
の
み
が
保
護
者
負
担
を

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

校
の
無
償
化
は
29
自
治
体
に

広
が
っ
て
い
る
。
流
山
市
も

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
小
学

校
の
給
食
費
は
、
食
材
価
格

の
高
騰
が
続
く
中
、
国
の
学

校
給
食
費
負
担
軽
減
に
係
る

交
付
金
の
み
で
は
学
校
給
食

の
質
・
量
・
提
供
回
数
の
維

持
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
間
４
９
５
０
円

 

問 　

  

答  　

日
本
共
産
党
　
　
高
橋
　
あ
き
ら

小
学
校
給
食
費
は

�

完
全
無
償
化
に

の
ご
負
担
を
保
護
者
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の

み
な
ら
ず
、
経
済
的
負
担
の

大
き
い
中
学
生
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
年
度
の
給

食
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
負

担
額
を
昨
年
度
と
同
額
に
据

え
置
い
た
ほ
か
、
千
葉
県
の

事
業
で
あ
る
第
３
子
以
降
の

無
償
化
に
つ
い
て
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
の

学
校
給
食
は
、
質
・
量
・
提

供
回
数
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
最
優
先
で
あ
り
、
完
全

無
償
化
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
よ
う
、
国
に
引
き
続

き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1 川本　大岳

1 住宅宿泊事業（民泊）について

2 路上喫煙防止対策について

3 南流山駅周辺のまちづくりについて

2 青野　　直

1 令和8年度版流山市総合計画実施計画における人口の状況について

2 令和8年度版流山市総合計画実施計画における財政の見通しについて

3 流山本町の行政課題について

3 小沢� えみり
1 部活動の地域展開について

2 学校教育の備品化による保護者負担軽減について

4 矢口　輝美

1 資源循環型社会形成と廃棄物処理行政を通じたまちづくりについて

2 災害時における地域生活継続のための支援体制について

3 DX推進リーダー制度と組織横断による業務改善について

5 笠原　久恵

1 都市計画道路3・4・11号野々下思井線について

2 八木南団地地区乗合タクシー実証実験について

3 運動公園周辺地区特定土地区画整理事業について

4 前ケ崎411地先の交差点の信号設置について

6 森田　洋一
1 介護保険制度の諸課題について

2 外国人観光客誘致の諸課題について

7 渡辺　仁二
1 流山本町のツーリズム施策について

2 市民に寄り添った暑さ対策について

8 坂巻　儀一 1 中東情勢をはじめとする国際的緊張による影響への対応について

9 近藤　みほ

1 学校給食費支援対象者の食物アレルギー等差額給付制度導入に向けて

2 生物多様性モニタリング調査の継続と活用に向けて

3 人とのつながりを基盤とした高齢者デジタル支援の推進について

10 植田　和子

1 熱中症対策について

2 障害者施策について

3 利根運河エコパーク事業について

11 高橋� あきら

1 平和施策について

2 教育行政の充実について

3 東部地域のまちづくりについて

12 乾　　えり

1 市長の政治姿勢について

2 ごみ処理行政について

3 市営住宅について

4 南部地域のまちづくりについて

13 おだぎり�たかし

1 中部地域のまちづくりについて

2 地域経済の振興策について

3 高齢者の移動支援の強化・充実について

14 西尾　　段

1 部活動の地域展開について

2 上水道事業について

3 ぐりーんバス美田駒木台ルートについて

15 うた　桜子

1 流山セントラルパーク駅周辺のまちづくりと流山本町地域との連携・観光推進について

2 流山市生涯学習センター内スペースの有効活用と福祉的転換について

3 外国人にも分かりやすいごみ出しルールの徹底について

16 藤井　俊行

1 資材高騰・不足への対応について

2 在宅避難者への支援対策について

3 ごみ処理・廃棄物対策について

4 子育て支援策について

17 戸辺　　滋
1 教育現場における諸課題について

2 災害発生時における要配慮者への支援策について

18 鈴木�ゆうすけ

1 流山市の下水道事業について

2 障害者手帳のカード化と、割引サービスの利便性向上について

3 安心安全な学校環境の構築について

4 フリースクール助成について

19 楠山　栄子
1 障がい者及び障がい児支援のサービス資源について

2 キッコーマン アリーナの多様な活用について

20 桑畑　伴子
1 地域クラブ活動における各種安全対策について

2 本市の交通安全対策について

21 清水　　大
1 都市計画道路について

2 学校給食について

一 般 質 問 通 告 一 覧
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党
市
議
団
は
４
月
28
日
、

中
東
情
勢
を
受
け
市
長
に
市

指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
対
策

を
図
る
こ
と
を
要
望
し
、
市

は
指
定
ご
み
袋
の
臨
時
代
替

措
置
を
発
表
し
た
。
①
決
定

の
経
緯
は
。
②
市
民
や
店
舗

か
ら
の
反
応
は
。
③
導
入
後
、

ご
み
の
出
し
方
な
ど
で
混
乱

は
な
か
っ
た
か
。

　
環
境
部
長　
①
指
定
ご

み
袋
が
品
薄
と
の
問
い
合
わ

せ
を
４
月
中
旬
に
受
け
、
製

袋
業
者
や
店
舗
へ
の
調
査
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

指
定
ご
み
袋
の
品
薄
状
態
が

続
く
と
判
断
し
、
５
月
27
日

か
ら
６
月
30
日
ま
で
を
指
定

 
問 　

ご
み
袋
が
入
手
困
難
な
場
合

は
指
定
ご
み
袋
以
外
の
透
明

か
半
透
明
の
袋
で
も
排
出
可

能
と
す
る
臨
時
措
置
期
間
と

し
ま
し
た
。
②
臨
時
措
置
の

周
知
前
は
問
い
合
わ
せ
が
最

大
一
日
40
件
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
店

舗
か
ら
も
特
に
問
い
合
わ
せ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
以
前
よ

り
も
適
正
な
分
別
が
さ
れ
て

い
な
い
ご
み
が
出
て
き
た
こ

と
を
収
集
事
業
者
か
ら
確
認

し
て
い
ま
す
。
ひ
ど
い
も
の

は
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
し
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
回

収
に
努
め
て
お
り
、
現
場
の

大
き
な
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
　
　
乾
　
え
り

指
定
ご
み
袋
の

�

臨
時
措
置
は
継
続
を

　
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
美
田
・

駒
木
台
ル
ー
ト
の
沿
線
自
治

会
と
超
党
派
の
議
員
で
組
織

す
る
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
協
議
会

は
、
模
型
作
製
や
自
治
会
回

覧
な
ど
で
収
支
率
改
善
と
利

用
者
増
に
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
協
議
会
か
ら

の
要
望
書
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

令
和
８
年
５
月
20
日
付
で
同

協
議
会
か
ら
ぐ
り
ー
ん
バ
ス

停
留
所
新
設
の
要
望
書
と
美

田
自
治
会
実
施
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
受
理
し
ま
し
た
。
流
山

市
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
停
留
所
の
新

 

問 　

  

答  　

設
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
利

用
者
増
や
収
支
率
改
善
が
見

込
め
、
流
山
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
承
認
さ

れ
る
こ
と
に
加
え
、
周
辺
住

民
の
合
意
が
得
ら
れ
安
全
に

設
置
で
き
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
と
分
析
を
進

め
て
お
り
、
今
後
バ
ス
事
業

者
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
確
認
や
警

察
・
道
路
管
理
者
・
バ
ス
事

業
者
に
よ
る
現
地
確
認
を
す

る
と
と
も
に
、
既
存
公
共
交

通
へ
の
影
響
を
予
測
し
、
流

山
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
と
運
賃
協
議
会
に
諮

る
準
備
を
進
め
ま
す
。

流
山
み
ら
い
　
　
西
尾
　
段

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
美
田
・

�

駒
木
台
ル
ー
ト
に
つ
い
て

　
学
校
内
で
の
暴
力
な
ど
、

問
題
行
為
の
抑
止
と
い
じ
め

事
案
の
未
然
防
止
や
ス
ム
ー

ズ
な
解
決
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

校
舎
内
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
児
童

生
徒
の
問
題
行
動
や
い
じ
め

の
未
然
防
止
に
つ
い
て
は
、

自
分
で
考
え
、判
断
し
、自
分

の
意
思
で
行
動
す
る
自
己
指

導
能
力
を
高
め
る
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
や
い
じ
め
行
為
に

つ
い
て
は
、
関
係
児
童
生
徒

へ
の
聞
き
取
り
や
周
辺
児
童

生
徒
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
議
員
ご

 

問 　

  

答  　

指
摘
の
よ
う
に
事
実
関
係
が

明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
校
舎
内
に
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
や
い
じ

め
行
為
の
抑
止
力
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８

年
度
か
ら
順
次
全
校
設
置
に

向
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
鈴
木
　
ゆ
う
す
け

安
心
安
全
な

�

学
校
環
境
構
築
の
た
め
に

　
①
柏
の
葉
を
参
考
に
、

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

高
架
下
へ
の
横
丁
導
入
に
向

け
調
査
研
究
を
進
め
て
は
ど

う
か
。
②
白
み
り
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
近
藤
勇
陣
屋
跡
な

ど
の
資
源
を
連
動
さ
せ
、
着

物
や
幕
末
イ
メ
ー
ジ
で
流
山

本
町
を
散
策
で
き
る
体
験
型

観
光
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

高
架
下
活
用
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
事
業
者
が
所
有
・
管
理

す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

状
況
を
鑑
み
な
が
ら
鉄
道
事

業
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

 

問 　

  

答  　

ま
い
り
ま
す
。

経
済
振
興
部
長　
②
白
み
り

ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
大
阪

関
西
万
博
で
利
用
し
た
藍
染

め
の
は
っ
ぴ
が
あ
り
、
近
藤

勇
陣
屋
跡
に
隣
接
の
秋
元
家

住
宅
土
蔵
に
は
新
選
組
の
羽

織
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
着
用

し
て
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す

が
、
着
用
の
ま
ま
散
策
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
民
間

事
業
者
が
収
益
性
な
ど
を
判

断
し
て
実
施
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
流
山
本
町
の
新

旧
事
業
者
が
連
携
す
る
流
山

本
町
ぶ
ら
ぶ
ら
部
に
情
報
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

流
山
み
ら
い
　
　
う
た
　
桜
子

横
丁
導
入
の
調
査
研
究
と

�
幕
末
体
験
型
観
光
の
推
進

　
①
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
に

備
え
、
公
共
工
事
の
着
工
時

期
延
期
な
ど
、
限
ら
れ
た
財

源
の
効
率
的
活
用
に
向
け
た

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
②
石
油
化
学
製
品
な

ど
の
不
足
・
高
騰
に
よ
る
公

共
施
設
の
運
営
管
理
な
ど
へ

の
影
響
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
総
合
政
策
部
長　
①
本

年
度
発
注
を
予
定
し
て
い
る

工
事
は
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
お
よ
び
令
和
８
年
度
版

流
山
市
総
合
計
画
実
施
計
画

の
各
事
業
と
し
て
、
市
の
施

策
を
進
め
る
上
で
も
予
定
ど

お
り
実
施
し
て
い
く
べ
き
も

 

問 　

  

答  　

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
後
の
中
東
情
勢
に
よ

る
影
響
は
否
定
で
き
ず
、
入

札
不
調
な
ど
が
起
き
た
際
の

工
事
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
案
件
ご
と
に
柔
軟
に

対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
部
長　
②
公
共
施
設
の

運
営
管
理
に
必
要
と
な
る
修

繕
や
物
品
の
調
達
は
、
供
給

状
況
や
納
期
を
確
認
し
な
が

ら
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
資

材
不
足
で
修
繕
な
ど
が
で
き

な
い
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
中
東
情
勢
の
影
響
を

引
き
続
き
注
視
し
、
運
営
管

理
に
支
障
が
な
い
よ
う
早
め

の
対
応
に
努
め
ま
す
。

流
山
み
ら
い
　
　
藤
井
　
俊
行

中
東
緊
迫
に
よ
る

公
共
施
設
や
財
政
へ
の
影
響
は

  

答  　　
①
高
齢
者
が
移
動
の
不

都
合
さ
を
感
じ
、
何
と
か
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
強

め
て
い
る
と
の
認
識
は
あ
る

か
。
②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
要
望
は
。

③
高
齢
者
免
許
返
納
一
時
金

制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
具
体
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
①
不

都
合
さ
を
感
じ
て
い
る
方
が

少
な
か
ら
ず
増
え
て
い
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
②
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

現
在
各
地
区
で
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
例
え

ば
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
な

 

問 　

  

答  　

ど
に
行
く
と
き
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
行
く
か
と
い
う
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、

何
か
し
ら
対
策
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の

意
見
交
換
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

さ
ら
に
交
通
部
局
と
連
携
を

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
を
強
く
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
③

現
在
は
助
成
券
の
利
用
期
限

を
発
行
か
ら
１
年
以
内
と
し

て
い
ま
す
が
、利
用
期
限
と
利

用
率
の
関
連
性
を
確
認
し
、よ

り
効
果
的
な
制
度
と
な
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
　
お
だ
ぎ
り 

た
か
し

移
動
支
援
の
充
実・強
化
は

�

待
っ
た
な
し

　
近
年
、
一
部
の
自
治
体

で
は
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
配

慮
し
た
専
用
避
難
所
を
設
け

て
い
る
。
授
乳
や
乳
幼
児
の

夜
泣
き
な
ど
に
関
す
る
精
神

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
も
妊
産
婦
や

乳
幼
児
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
運
営
に
つ
い
て
、
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
民
生
活
部
長　
本
市

の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

運
営
で
は
、
要
配
慮
者
へ
の

対
応
と
し
て
和
室
を
活
用
す

る
な
ど
一
般
の
避
難
者
と
は

別
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
方
に
つ

 

問 　
  

答  　

い
て
は
、
専
用
の
部
屋
や
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
ほ
か
、
段

ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や

災
害
用
テ
ン
ト
に
よ
り
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
空
間
を
確
保
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
計
画
的
に
災
害
用
テ
ン

ト
な
ど
の
公
的
備
蓄
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
令
和
２
年
度

以
降
実
施
し
て
い
る
職
員
向

け
の
避
難
所
運
営
訓
練
に
お

い
て
、
要
配
慮
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
訓
練
内
容
の
一

つ
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き

要
配
慮
者
に
対
応
し
た
避
難

所
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

公
明
党
　
　
戸
辺
　
滋

妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
配
慮
し
た

�

避
難
施
設
に
つ
い
て

　
人
口
増
加
と
共
に
障
害

福
祉
ニ
ー
ズ
が
急
拡
大
し
た
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
・
重
症
心

身
障
害
児
の
通
学
・
通
所
送

迎
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

か
。
②
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
他
市
施
設
利
用
の
広
域

依
存
か
ら
脱
却
で
き
る
か
。

③
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
改

正
の
動
き
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
①
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
児

童
発
達
支
援
に
送
迎
対
応
加

算
制
度
が
あ
り
、
市
内
事
業

所
の
送
迎
対
応
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
通

学
に
県
が
支
援
し
て
い
ま
す

が
、
次
期
障
害
者
計
画
策
定

 

問 　

  

答  　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
の

送
迎
負
担
の
意
見
が
あ
っ
た

た
め
、
実
態
を
把
握
し
制
度

改
正
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

事
業
者
に
実
施
可
否
を
調
査

し
ま
す
。
②
受
け
入
れ
不
足

の
認
識
で
す
。
市
内
事
業
者

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
意
見
申
出
制
度
を
活
用
し
、

事
業
者
と
協
議
し
ま
す
。
③

具
体
的
内
容
が
示
さ
れ
た
後
、

適
切
に
対
応
し
ま
す
。
医
療

的
ケ
ア
児
が
大
人
に
な
る
と
、

体
が
大
き
く
な
る
だ
け
で
な

く
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も

変
わ
る
た
め
、
丁
寧
に
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
り
、
個
別
の
対

応
が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。

楠
山
　
栄
子

障
害
児
・
障
害
者
支
援
の

�

充
実
の
た
め
に
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X・Facebookで情報発信中
　流山市議会では、XやFacebookで
本会議や委員会のインターネット中継
に関する情報発信を行っています。
　どうぞご利用ください。

X
アカウント名：nagareyamagikai

Facebook
アカウント名：Shigikai Nagareyama

　
江
戸
川
台
小
学
校
の
保

護
者
か
ら
「
給
食
の
量
が
少

な
い
の
で
は
」
と
の
声
を
頂

戴
し
た
。
①
給
食
の
量
は
、

学
校
給
食
実
施
基
準
に
従
い

一
人
当
た
り
の
量
を
提
供
し

て
い
る
認
識
で
間
違
い
な
い

か
。
②
同
様
の
声
を
い
た
だ

い
た
事
例
は
あ
る
か
。
③
余

剰
分
の
量
に
変
化
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
学

校
給
食
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
実
施
基
準
に
は
学
校
給
食

の
回
数
や
栄
養
内
容
な
ど
が

示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
学

校
給
食
は
当
該
基
準
に
準
じ

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
学
校
給
食
は
、
そ
の
日
の

 

問 　

  

答  　

献
立
や
児
童
生
徒
の
好
き
嫌

い
な
ど
で
、
こ
ど
も
の
満
腹

度
は
異
な
り
ま
す
。
量
が
少

な
い
と
の
問
い
合
わ
せ
か
は

不
明
で
す
が
、
こ
ど
も
か
ら

お
な
か
が
空
い
た
と
の
声
が

あ
る
と
い
う
保
護
者
な
ど
か

ら
の
意
見
は
、
令
和
７
年
度

中
に
数
件
あ
り
ま
し
た
。
③

献
立
や
欠
席
状
況
な
ど
に
よ

り
異
な
る
た
め
一
概
に
は
申

し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
各

学
級
へ
の
給
食
の
量
は
近
年

変
化
な
く
適
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

学
校
給
食
実
施
基
準
に
基
づ

き
、
質
・
量
・
提
供
回
数
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

清
水
　
大

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
熱
中
症
や
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
際
の
救
急
対
応
や

保
護
者
な
ど
へ
の
連
絡
体
制

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
体

制
を
構
築
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
学
校
や
教
職
員
、
本

事
業
の
受
託
者
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
お
よ
び
責
任
の
所

在
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
教
育
長　
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
、
緊
急
時
の
救
急

対
応
お
よ
び
保
護
者
へ
の
連

絡
は
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指

導
者
が
行
い
ま
す
が
、
複
数

の
指
導
者
を
配
置
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

 

問 　

  

答  　

ま
す
。
役
割
分
担
と
し
て
は
、

救
急
搬
送
が
必
要
な
場
合
に

は
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
が

医
療
機
関
ま
で
同
行
し
て
保

護
者
へ
の
引
き
渡
し
ま
で
行

い
、
一
般
社
団
法
人
は
学
校

管
理
者
お
よ
び
市
教
育
委
員

会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
責
任
者

は
、
運
営
主
体
で
あ
る
一
般

社
団
法
人
と
な
り
ま
す
。

公
明
党
　
　
桑
畑
　
伴
子

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る

�

安
全
対
策
に
つ
い
て

会派など

交付金額

支出額

（上段）
返納額

年度当初
交付金額

会派変更など
による交付金
額の変更額

最終
交付金額

（下段）
自己負担額

流政会 3,840,000円 0円 3,840,000円 3,966,741円
0円

126,741円

公明党 1,920,000円 0円 1,920,000円 602,795円
1,317,205円

0円

日本共産党 1,920,000円 0円 1,920,000円 2,007,602円
0円

87,602円

流山みらい 1,920,000円 0円 1,920,000円 1,185,092円
734,908円

0円

自由民主党 960,000円 0円 960,000円 682,318円
277,682円

0円

交付議員A 480,000円 0円 480,000円 431,305円
48,695円

0円

交付議員B 480,000円 0円 480,000円 19,738円
460,262円

0円

交付議員C 480,000円 0円 480,000円 353,261円
126,739円

0円

交付議員D 480,000円 0円 480,000円 47,020円
432,980円

0円

交付議員E 480,000円 0円 480,000円 209,225円
270,775円

0円

交付議員F 480,000円 0円 480,000円 245,543円
234,457円

0円

合計 13,440,000円 0円 13,440,000円 9,750,640円
3,903,703円

214,343円

交付金額を限度額とし、支出額が交付金額を下回った場合は返納が生じます。
交付議員A・B・C・D・E・Fは、会派に所属しない議員です。

各会派などの政務活動費収支報告書・会計帳簿・
領収書などについては、
市議会ホームページをご覧ください。

令和7年度 政務活動費収支報告について

　令和8年第2回定例会において可決された議員提出の議案
（発議）は、次のとおりです。

◆発議第6号◆� �

流山市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について

◆発議第8号◆� �

イランへの軍事攻撃の中止と国連憲章の遵守を強く求める

決議について

◆発議第9号◆� �

住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書につ

いて

◆発議第10号◆� �

医療・福祉等職員に対する有料職業紹介事業者の手数料適

正化に関する意見書について

議員提出の可決議案

発議の内容については、
市議会ホームページをご覧ください。
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

《表示例》
対象者：流山市議会議員【ただし、任期1年目の議員（連続して当選した者を除く。）については 対象
とならない。】
○ 当該年度に納付すべき額が、全て納付されている場合
△ 当該年度に納付すべき額の一部が、納付されている場合
× 当該年度に納付すべき額が、全く納付されていない場合
― 納税等状況報告の対象外
※�介護保険料については、介護保険法第129条第2項に基づき、65歳以上の者を報告対象とした。�
なお、40歳以上65歳未満の医療保険加入者が納めている介護保険料については、各医療保険料
に含まれるため報告対象外とした。
※納入義務がない事実上の納入分については、報告対象外とした。

納 税 等 状 況 報 告 （令和 7年度分）
流山市議会議員政治倫理条例第5条第2項の規定に基づき納税等状況の要旨を公表します。

議員名 市民税・県民税・
森林環境税

軽自動車税
（種別割）

固定資産税
都市計画税

国民健康 
保険料 介護保険料 後期高齢者 

医療保険料 水道料金 下水道料金

小　沢　えみり 〇 － － － － － － －

鈴 木　ゆうすけ 〇 〇 － － － － 〇 〇

う　た　桜　子 〇 － － － － － － －

清　水　　　大 〇 － 〇 〇 － － 〇 －

矢　口　輝　美 〇 － － － － － － －

川　本　大　岳 〇 － 〇 － － － 〇 〇

桑　畑　伴　子 〇 〇 － － － － － －

乾　　　え　り 〇 〇 〇 － 〇 － － －

渡　辺　仁　二 〇 － 〇 〇 － － － －

岡　　　明　彦 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇

高　橋　あきら 〇 － 〇 〇 〇 － 〇 〇

近　藤　み　ほ ○ － ○ 〇 － － － －

戸　辺　　　滋 ○ − ○ ○ － － ○ ○

西　尾　　　段 ○ ○ ○ － － － ○ ○

野　村　　　誠 ○ － ○ ○ － － ○ ○

坂　巻　儀　一 ○ ○ ○ － － － 〇 －

植　田　和　子 ○ ○ － ○ － － ○ ○

笠　原　久　恵 ○ ○ － － － － － －

森　田　洋　一 ○ － ○ ○ － － ○ ○

阿　部　治　正 ○ 〇 － ○ ○ － － －

中　村　彰　男 ○ ○ ○ － ○ － ○ ○

楠　山　栄　子 ○ － － － ○ ○ － －

藤　井　俊　行 ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

中　川　　　弘 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

海老原　功　一 ○ － ○ － ○ － ○ －

おだぎり　たかし ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

青　野　　　直 ○ － ○ － ○ ○ ○ ○

石　原　修　治 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

第２6 回 議 会 報 告 会 を 開 催します
第26回議会報告会を、下記の日程で開催します。
今回も前回と同様、第1部では議員が一堂に会する形で実施します。第2部では、
四つのグループに分かれ、参加者の皆様と議員との意見交換を行う予定です。
参加申し込み不要、無料でご参加いただけますので、是非お気軽にご参加ください。

開催日時   11月7日（土）午後1時30分～午後3時30分

内容・時間構成

●�第1部 報告「私が考える地域課題」�
午後1時30分～午後2時15分

●�第2部 参加者の皆様との自由な意見交換�
　　　「あなたの声がまちを動かす」�
午後2時25分～午後3時30分

場　　所   �生涯学習センター（流山エルズ） 多目的ホールほか
※�駐車場の台数に限りがあります。できる限り公共交通機関でのご来場にご協力をお願いします。

一時保育・手話通訳・要約筆記の利用をご希望の方は、事前申し込みが必要です。

申込方法などの詳細は、議会報告会の詳細とあわせて今後チラシやポスター、 
市議会ホームページ（※）でお知らせします。 ※10月上旬公開予定

【お問い合わせ先】議会事務局　04-7150-6099

流
山
市
議
会
で
は
、
定
例 

会
の
本
会
議
に
お
け
る
審
議 

や
各
委
員
会
の
審
査
を
広
く 

一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
の
一
般
質

問
初
日
と
な
る
６
月
９
日
に

は
、
お
お
ぐ
ろ
の
森
中
学
校

か
ら
３
年
生
の
学
級
委
員
と

生
徒
会
役
員
の
計
19
人
が
傍

聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差
し

で
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
一
般

質
問
を
傍
聴
し
て
い
ま
し
た
。

傍
聴
し
た
生
徒
会
長
の
柳

瀨
零
寿
さ
ん
か
ら
は
「
大
人

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
こ
ど

も
の
こ
と
も
考
え
て
真
剣
に

一
般
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
学
校
行
事
と
し
て

毎
年
こ
の
傍
聴
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
傍

聴
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

３
年
学
級
委
員
長
の
日
暮
茉

莉
さ
ん
は
「
公
民
の
授
業
で

学
ん
で
き
た
内
容
と
実
際
の

市
議
会
を
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
傍
聴
は
３

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
傍
聴

席
で
は
中
継
だ
け
で
は
伝
わ

り
き
ら
な
い
細
か
な
部
分
も

感
じ
ら
れ
る
の
が
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

に
残
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

同
時
刻
に
本
会
議
の
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
し
た
そ
う
で
す
。

定
例
会
や
各
委
員
会
の
予

定
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、 

日
時
を
ご
確
認
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。

今
後
も
、よ
り
多
く
の
方
々

に
市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組

み
や
動
き
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

本会議を傍聴するおおぐろの森中学校の生徒の皆さん本会議を傍聴するおおぐろの森中学校の生徒の皆さん

　
「
議
場
」
と
い
う
と
堅
苦

し
い
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、そ
の
舞
台
裏
に
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ル

ー
ル
や
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
議
席
の
並
び
順
。

実
は
「
当
選
回
数
が
少
な
い

順
、
さ
ら
に
年
齢
順
」
に
前

列
か
ら
座
っ
て
い
ま
す
。
今

期
は
８
人
の
１
期
目
新
人
議

員
が
お
り
、
最
前
列
は
全
員

が
新
人
議
員
。
本
会
議
が
始

ま
る
と
、
そ
こ
は
独
特
の
緊

張
感
が
漂
う「
特
等
席
」で
す
。

　
一
般
質
問
が
始
ま
る
と
、

そ
こ
か
ら
は
時
間
と
の
戦
い

で
す
。
持
ち
時
間
は
１
人
30

分
。
議
員
の
質
問
中
に
だ
け

タ
イ
マ
ー
の
時
間
が
減
っ
て

い
く
た
め
、
１
秒
も
無
駄
に

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、流
山
市
議
会
で
は

本
会
議
中
継
に
手
話
通
訳
を

導
入
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、本
番
中
、つ
い
早
口
に
な

る
と
議
長
か
ら「
手
話
通
訳

に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
」と
声

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
話
す
心
が
け

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、質

問
時
の
投
影
資
料
は
、画
面

右
下
に
映
る
通
訳
の
方
に
文

字
な
ど
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
、作
成
し
て
い
ま
す
。

　
厳
粛
な
議
場
の
中
に
あ
る
、

時
間
と
の
真
剣
勝
負
。
そ
し

て
誰
も
が
情
報
を
受
け
取
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
小
さ

な
配
慮
。
ぜ
ひ
、そ
ん
な
舞
台

裏
も
意
識
し
な
が
ら
本
会
議

を
傍
聴
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

矢
口　
輝
美

議
会
の
窓
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◦各委員会の記事に記載の議案説明（※）の文章は、市長からの議案の提案理由説明から抜粋したものです。◦各委員会に付託されたその他の案件名については、８面をご覧ください。

委員会の審査状況
本会議で委員会に付託された議案などの一部を紹介します。
なお、掲載する議案などは、各委員会の委員が選定しています。 流山市議会 常任委員会審査概要・資料 検索

各常任委員会で審査した議案の議決
結果や委員長報告の詳細は、市議会
ホームぺージをご覧ください。

もっと詳しく知りたい方はこちら

市民経済委員会に付託された 
その他の案件
議案第38号、第43号、陳情第8号、第10号

教育福祉委員会に 
付託された 
その他の案件
議案第36号

都市建設委員会に付託された 
その他の案件
議案第39号～第42号

都 市 建 設 委 員 会
まちづくり推進部・土木部・消防・上下水道局の所管に属する事項

　地方公共団体の議会の議員及び長の選挙に係る電磁的記録式投
票機を用いて行う投票方法等の特例に関する法律第3条第1項の規
定により、流山市議会議員及び流山市長の選挙において電磁的記
録式投票機を用いた方法による投票を行うものです。（※）

陳情内容は、次の2項目です。
1 �流山市においても自転車ヘルメット購入補助制度を導入してく
ださい。
2 �導入の方法は市民への啓

けい

蒙
も う

も考えて、広くに補助金制度を知ら
せ、市民の安全意識を高めるように対策を取ってください。

議案6件、陳情1件を審査

議案4件、陳情1件を審査

議案第34号「流山市議会議員及び流山市長の選
挙における電磁的記録式投票機を用いて行う投
票に関する条例の制定について」

陳情第9号「自転車ヘルメット購入補助制度の導
入についての陳情書」

総　 務 委 員 会
総合政策部・総務部・財政部・会計管理者・選挙管理委員会・監査
委員・固定資産評価審査委員会の所管に属する事項、他の常任委員
会の所管に属しない事項

総務委員会に付託された 
その他の案件
議案第30号～第33号、第35号、陳情第7号

5対1で可決すべきものと決定。

全会一致で採択すべきものと決定。

　令和9年度末をもって流山市幼児教育支援センター附属幼稚園
を廃止するものです。（※）

議案2件を審査
議案第37号「流山市幼児教育支援センター及び
附属幼稚園の設置等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について」

教 育 福 祉 委 員 会
健康福祉部・こども未来部・教育委員会の所管に属する事項

2対3で否決すべきものと決定。

　流山市議会では、議会に提出された「議案・請願・陳情」をそれぞれ担当の委員会に付託し、詳細な審査
を行っています。各常任委員会の所管事項は、以下のとおりです。なぜ委員会で

審査するの？
委員会審査を含めた定例会の流れについては、
『流山市議会だより第172号』の５面で詳しくご紹介しています。
どうぞご覧ください。

『流山市議会だより第172号』は
こちらからもご覧いただけます。

流山市議会だより第172号 検索

請願内容は、次の3項目です。
1 �流山市は、インボイス制度が市内の中小企業・小規模事業者・個人事業主・�
フリーランスに与えている影響について、流山商工会議所、関係団体と連携し、
実態把握に努めてください。
2 �流山市は、把握した事態を踏まえ、小規模事業者等の事務負担・税負担・取引
上の不利益の軽減に向け、必要な支援策を検討してください。
3 �国に対して「インボイス制度による小規模事業者等への影響を検証し、2割特
例を含む負担軽減措置の継続・拡充・免税事業者との取引継続に係る経過措
置の拡充、ならびに制度の必要な見直しを求める意見書」を提出してください。

議案2件、請願1件、陳情2件を審査
請願第1号「地域経済を支える小規模事業者等へ
のインボイス制度の影響把握を求める請願書」

市 民 経 済 委 員 会
市民生活部・経済振興部・環境部・農業委員会の所管に属する事項

5対1で継続審査とすることに決定。
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令和8年流山市議会第2回定例会　　議員別表決結果一覧
出席議員全員が賛成（全会一致）した議案、請願、陳情、発議

議　
案

第30号 専決処分の承認を求めることについて	【令和8年度流山市一般会計補正予算（第1号）】 第48号 農業委員会委員の任命について【中嶋　清】

第32号 専決処分の承認を求めることについて	【流山市税条例の一部を改正する条例】 第49号 農業委員会委員の任命について【池田　操代】

第33号 専決処分の承認を求めることについて	【流山市都市計画税条例の一部を改正する条例】 第50号 農業委員会委員の任命について【矢口　優子】

第35号 財産の取得について【高規格救急自動車購入】 第51号 農業委員会委員の任命について【鈴田　徹】

第36号 令和8年度流山市介護保険特別会計補正予算（第1号） 第52号 農業委員会委員の任命について【岡田　長政】

第38号 流山市コミュニティ・ホームの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 第53号 農業委員会委員の任命について【金子　孝博】

第39号 令和8年度流山市水道事業会計補正予算（第1号） 第54号 農業委員会委員の任命について【小菅　康男】

第40号 流山市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 第55号 農業委員会委員の任命について【森田　元彦】

第41号 市道路線の認定について 第56号 農業委員会委員の任命について【鈴木　亨】

第42号 市道路線の廃止について 第57号 農業委員会委員の任命について【髙城　美佐代】

第43号 流山市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の制定について 第58号 農業委員会委員の任命について【水代　啓司】

第47号 農業委員会委員の任命について【大作　忠夫】

請 

願 第1号 地域経済を支える小規模事業者等へのインボイス制度の影響把握を求める請願書
【継続審査の許可について】

陳 

情 第9号 自転車ヘルメット購入補助制度の導入についての陳情書

発 

議 第6号 流山市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 第9号 住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書について

 賛否が分かれるなどした
議案、陳情、発議

審
議
結
果

流政会 公明党 日本共産党 流山みらい 自由民主党 鈴
木 

ゆ
う
す
け

清
水
　
　
大

矢
口
　
輝
美

森
田
　
洋
一

阿
部
　
治
正

楠
山
　
栄
子

小
沢 

え
み
り

川
本　
大
岳

渡
辺　
仁
二

近
藤　
み
ほ

坂
巻　
儀
一

笠
原　
久
恵

青
野　
　
直

石
原　
修
治

桑
畑　
伴
子

岡　
　
明
彦

戸
辺　
　
滋

野
村　
　
誠

乾　
　
え
り

高
橋 

あ
き
ら

植
田　
和
子

お
だ
ぎ
り 

た
か
し

う
た　
桜
子

西
尾　
　
段

中
村　
彰
男

藤
井　
俊
行

中
川　
　
弘

海
老
原 

功
一

議　
案

第31号 令和8年度流山市一般会計補正予算（第2号） 〇可決 〇

※
議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第34号 流山市議会議員及び流山市長の選挙における電磁的記録式投票機を用
いて行う投票に関する条例の制定について 〇可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 − 〇 〇

第37号
流山市幼児教育支援センター及び附属幼稚園の設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について【継続審査及び教育福祉委員会へ
の再付託についての動議】

〇
継続審査 × 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

第44号 人権擁護委員の推薦について【シールズ　ヘンリー】 〇同意 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第45号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【清水　浩旦】 〇同意 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第46号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【小島　敏明】 〇同意 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳　
情

第7号 優秀な流山市役所全職員へのさらなる「専門性」を希求する陳情書 ×不採択 × × × × × × × × × × ×

第8号 防災行政無線をデジタル化することの陳情書 ×不採択 × × 〇 × × × × × × × ×

第10号 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わないことを求
める意見書の国への提出を求める陳情書 ×不採択 × × 〇 × × × × × × 〇 ×

発　
議

第8号 イランへの軍事攻撃の中止と国連憲章の遵守を強く求める決議について 〇可決 〇 × 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

第10号 医療・福祉等職員に対する有料職業紹介事業者の手数料適正化に関す
る意見書について 〇可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

小
沢
川
本
渡
辺
近
藤
坂
巻
笠
原
青
野
石
原
桑
畑
岡
戸
辺
野
村
乾
高
橋
植
田

お
だ
ぎ
り

う
た
西
尾
中
村
藤
井
中
川
海
老
原

鈴
木
清
水
矢
口
森
田
阿
部
楠
山

※その他　◎欠席した議員がいた場合→出席議員全員が一致したものは「全会一致（上表）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　→賛否が分かれたものは「賛否が分かれるなどした（下表）」、表示は［欠］
　　　　　◎退席した議員がいた場合→審議結果にかかわらず全て「賛否が分かれるなどした（下表）」、表示は［－］

※表の見方　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：棄権

※議案名に続く【　　】内は、補足として記載しています。

　個人名の記載がある場合は、敬称略で記載しています。

※可決した意見書は、関係省庁に提出しました。

流山市議会だよりは、無料アプリ「マチイロ」でもご覧いただけます。

　
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
、
次
の
会
期
日
程
（案）
の
と
お

り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

※議会日程は急きょ変更になる場合があります。 
最新の日程は、市議会ホームページをご覧になるか、議会事務局にお問い合わせください。

令
和
8
年
第
３
回
定
例
会
会
期
日
程
（案）

本
会
議	

午
後
1
時
開
議

本
会
議
（
一
般
質
問
）	

午
前
10
時
開
議

　
　
　
〃	

　
　
　
〃	

　
　
　
〃	

市
民
経
済
委
員
会	

午
前
10
時
開
議

都
市
建
設
委
員
会	

午
前
10
時
開
議

教
育
福
祉
委
員
会	

午
前
10
時
開
議

総
務
委
員
会	

午
前
10
時
開
議

決
算
審
査
特
別
委
員
会	

午
前
9
時
30
分
開
議

　
　
　
〃	

　
　
　
〃	

　
　
　
〃	

本
会
議	

午
後
1
時
開
議

9
月
3
日
㈭

8
日
㈫

9
日
㈬

10
日
㈭

11
日
㈮

14
日
㈪

15
日
㈫

16
日
㈬

17
日
㈭

18
日
㈮

24
日
㈭

25
日
㈮

29
日
㈫

10
月
6
日
㈫

　
議
会
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
で
は
、
よ
り
読
み
や

す
い「
市
議
会
だ
よ
り
」作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

〒
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０
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流
山
市
平
和
台
１-

１-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４-

７
１
５
０-

６
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４-

７
１
５
０-

２
８
６
３

E-m
ail

gikai@
city.nagareyam

a.
chiba.jp あ

と
が
き

第
１
０
２
回
全
国
市
議

会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
、
長
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
本
市

議
会
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
議
員
在
職
15
年
以
上

植
田　
和
子　
議
員

笠
原　
久
恵　
議
員

森
田　
洋
一　
議
員

中
村　
彰
男　
議
員

楠
山　
栄
子　
議
員

表  

彰


